
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                 

 

［2016.3.19発行 編集担当:小谷 智彦］ 

ここのところ急に春めき、万物が躍動を始める季節となりました。今号では第３回実技講習会の報告、「風と土のふれあい芸術

祭in伊賀2016」と粘土カフェ「穴窯焼成」へ向けての取り組みをご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   第３回実技講習会 「藁細工 / しめ縄づくり」 報告 

 今回の講習は「藁
わら

細工」。年末も押し迫った12月19日に新しい年を迎えるための「しめ飾り」をつくりました。 

講師は藁細工名人の森田正徳氏です。加えて姪御さんがお手伝いくださり、伊賀市諏訪の講師ご自宅ガレージにて、参加

者5名で行いました。 

はじめは藁をなう練習から。講師の森田氏が手をすり合わせると、あっという間に縄が出来上がってくる様子に目をぱち

くりしながら、参加者も奮闘。午前中は練習がてら小さなしめ飾りを制作。午後からは大きなしめ飾りに挑戦、こちらは手

足全部を使っての制作となり、最後は汗をかくほどでした。 

手で刈った稲藁を陰干ししてご用意くださった藁の匂い、手の感触が心地よかったです。 

お昼は豚汁、終了後には奥様お手製のぜんざいをいただき、ほっこりしました。ありがとうございました。 

(第３回実技講習会担当：森田 佳子) 

  「風と土のふれあい芸術祭in伊賀2016」への参加のお願い 

 

 

もう既に皆さんのお手元に風と土のふれあい芸術祭in伊賀2016の募集要項が届いていることと存じますが、実行委員会

方式になって3回目の芸術祭となります。少しづつ地元の実行委員会加盟団体の皆様方の協力が広がり、徐々に地域に根ざ

した芸術祭になってきたように感じます。2年目となった昨年の風と土のアートフェア部門は前年の倍の出店・出展があり、

2日間に亘って盛況里に開催できました。風と土のかたち展は、昨年、新たにジュニア部門が設けられ、地元の子どもたち

の元気で創造的な作品も出品されました。今年も楽しみです。一般部門も新規出品者が増え鑑賞者の目を楽しませて頂きま

した。AiRは創作木版画作家の松谷博子さんが地元の方々と交流を重ねながら繊細な木版画制作を公開して頂き、大阪等か

らのギャラリストやファンも遠路、鑑賞に来られ、作品と人柄と人気のほどを実感しました。その後も精力的に発表活動を

されています。実行委員会事務局では、今年も昨年以上に充実した芸術祭となるよう準備を進めています。実行委員会事務

局も本法人の事務局員の皆様と地元の有志との合同で毎月定例で開催しています。 

   

このように準備している芸術祭ですが、主役は出品・出展・参加してくださる方々と

来場される皆様です。意欲的独創的な制作をされている表現者の皆さん、自分だけのオ

ンリーワンを制作されている方、楽しく面白いワークショップやパフォーマンスをされ

る方、一般部門とジュニア部門への親子や家族での参加等、皆様方の様々な形態での参

加をお待ちしております。毎回参加されている方は引き続き、初めての方や暫くお休み

されていた方も挙ってご参加ください。 

また、お知り合い等で意欲的に創作活動をされている方が居られましたら、ご紹介頂

けましたら幸いです。 

応募期間は4月1日(金)～6月11日(土)です。お早目のご応募をお願いします。 

芸術祭をつくるのは「あなた」です！ 奮ってご応募くださいます様、重ねてお願い

致します。 

（風と土のふれあい芸術祭in伊賀 実行委員会 森田耕太郎） 

 
 



 

 

 

 

 

 
● 本法人は、皆様方からご納入頂きました会費で運営されております。常々、ご協力有難うございます。 

未納の方は、早目の納入にご協力をお願い致します。  
 
郵便口座：００８９０－１－１０６３４６  NPOアーツ プラネット プラン フローム イガ  
 

  「ゆうちょ銀行」で直接お振り込みいただく場合には、すでに送付済みの振込用紙をご使用いただくか、上記の口座 
にお振り込みをお願いします。また、「ゆうちょ銀行」へ他の金融機関より振り込みができるようになりましたので、 
その場合は下記の口座にお振り込みください。よろしくお願いします。 

 
 ゆうちょ銀行 金融機関コード ９９００  店番 ０８９  店名 〇八九店（ゼロハチキユウ店） 

       当座 ０１０６３４６  アーツプラネツトプランフロームイガ 

  法人ホームページがリニューアルされました！ 

 

事務局からのお願い 

「風と土のふれあい芸術祭in伊賀2016」法人ブース 出品協力のお願い  

 法人の運営は会員の皆様方からの会費と寄附等の浄財に頼っているところですが、残念ながら潤沢とは言えません。事

務局会議に参加して頂いている事務局員の皆様方の交通費補助や事務局の光熱費等の経費は捻出できていないのが実情で

す。手弁当でのご協力に頼り続けている状態が続いています。通常の収入以外に少しでも構成員の皆様方のご協力を得な

がら必要経費を捻出できればと考えています。事務局会議では機会があるたびに諮っていますが、皆さんに呼びかけさせ

て頂くのはこれが最初です。風と土のふれあい芸術祭in伊賀に風と土のアートフェア部門が出来て3年目を迎えます。そ

のアートフェア部門に本法人としてブースを出展し会員の皆様方から拠出して頂いた作品等を販売し、売り上げのあった

作品の必要経費を出展者に返却し残金を法人に寄付して頂くという形を考えています。法人の財源確保の一助として出展

と売り上げの一部寄付にご協力頂けましたら幸いです。作品提供者の受け取り分＋寄付金の合計額を販売価格として設定

してください。ご理解ご協力をお願い致しますとともに、多数の会員の皆様方からの作品出展をお待ちしています。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

(法人代表：森田 耕太郎) 

 

順延になっていた第８回「穴窯焼成」の日程が決まりました。(確定は2016年度総会後です) 

 ＜作品持ち込み日＞  11月20日（日）10時～17時 

 ＜窯詰め＞  12月11日（日）・17日（土）・18日（日）10時～17時 

 ＜窯焚き＞  12月21日（水）10時～12月25日（日）及び26日（月）予備日・片付けまで 

               ※夜通し100時間の焼成を予定、交代で作業を行います。 

昨年の「夏合宿」では、「薪割り」と窯焚きの安全のために「足場の床工事」を行いましたが、

さらに、窯の扉と煙突の改修、窯本体と窯周りの修繕が必要となっています。これらの作業と 

「作陶会」、引き続き「薪割り」を行います。薪は、現在450束できています。少なくても 

もう100束を目標にしています。よい準備をして、年末の窯焚きに臨みたいと思っています。 

「粘土カフェ」の定例活動日は、第３土曜の翌日曜です。ご参加ご支援よろしくお願いします。 

                                                        (「粘土カフェ」担当 田上早百合) 
 
 

  自主活動グループ ・粘土カフェ  第８回「穴窯焼成」に向けて 

 

もう、ご覧の方はお気づきかもしれませんが、法人ホームページがリニューアルされました！ 
パソコンからのみならず、スマートフォンやタブレットからも閲覧しやすくなっております。 
４月１日からは、風と土のふれあい芸術祭2016の参加申込もホームページ上から行っていただ
けます！！ぜひご覧ください（→右のQRコードからアクセスできます）。 
 
＜おねがい＞ 
HP更新に伴い、過去の風と土の芸術祭、自主活動、その他事業の写真を募集します！HPに掲
載可能な写真がありましたら、「活動内容」と「撮影された日（大まかで結構です）」をご記入の上、
contact@appfi.orgまでお送りください。 http://www.appfi.org 
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